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左岸線（２期）

第1工区 （海老江JCT～JR神戸線） 第2工区 （JR神戸線～阪急） 第3工区 （阪急～新御堂筋）

南岸線

平面図

海老江
換気所

豊崎
換気所

海老江
ＪＣＴ

海老江北
出口

海老江北入口

大淀出口 大淀入口 豊崎
出入口海老江

換気所
豊崎
換気所

仮締切堤
凡 例

二重締切

土堤仮締切

川表整備

ＪＣＴ・ＩＣイメージ図

豊 崎 I C大 淀 I C海 老 江 J C T

トンネル構造掘割・高架構造

淀川

高速道路 から 高速道路

高速道路 から 一般道路

海老江下水処理場

海老江
下水処理場

淀川南岸線

淀川

一般道路 から 一般道路

高速道路 から 一般道路

一般道路 から 高速道路

大淀配水場

淀川南岸線

淀川左岸線（2期）
国
道
１
７
６
号
バ
イ
パ
ス
（
新
十
三
大
橋
）

淀川左岸線延伸部淀川左岸線（2期）

高速道路 から 一般道路

一般道路 から 高速道路

国
道
４
２
３
号

（
新
御
堂
筋
）

淀川
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事業計画図



淀川左岸線（２期）事業 施工状況（R４.8月時点）

位置図

ステップ図

2工区 施工段階3工区 施工段階 １工区 施工段階

阪
急
電
鉄

国
道
２
号
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仮設堤防(土提仮締切)設置

既設堤防の開削に先立ち、治水上
の安全性確保を図るため、仮締切
堤（土堤仮締切）を設置

既設堤防

河川側 市街地側

仮設堤防

トンネル工事に先立ち、旧護岸や下水
道管等を撤去、下水道は既設撤去前に
新設管を布設

支障物撤去等

河川側 市街地側

地盤改良（プレロード盛
土）

（固結改良）

トンネル本体の地震対策及び沈下
対策として、砂杭打設及び盛土を
実施

トンネル本体の地震対策及び沈下
対策として、固結系の地盤改良を
実施

盛土（圧密沈下促進後に撤去）

河川側 市街地側 河川側 市街地側

地盤改良
（砂杭）

地盤改良
（固結）

鋼矢板打設

本体躯体築造

トンネル本体を築造するための土
留め、掘削を行った後に躯体を構
築

河川側 市街地側

本体躯体築造
(土留、掘削、躯体構築、埋戻)

トンネル本体

堤防・上面整
備

仮設堤防を緩やかな勾配の堤防に
復旧し、トンネル本体の上面を整
備

河川側 市街地側

護岸整備 上面整備
支障物撤去

下水管新設



工水管渠撤去
（□2.0m×2.5m）

下水幹線移設
（□2.5ｍ×2.5ｍ）

トンネル本体の地震対策および沈下対策として地盤改良を実施

ＳＣＰ

ＳＤ

液状化対策の地盤改良
（ＳＣＰ：サンドコンパクションパイル）

粘性土層の沈下対策の地盤改良
（ＳＤ：サンドドレーン）

O.P.＋8.100

O.P.＋5.600

地盤改良工事（サンドドレーン・サンドコンパクション工）
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サンドコンパクション
パイル(ＳCP)

杭径φ＝700ｍｍ

サンドドレーン(ＳＤ)

杭径φ＝400ｍｍ

トンネル下面の地盤改良工平面図

Ａ

Ａ

Ａ－Ａ断面図

凡例

ＳＤ＋ＳＣＰ

ＳＣＰ

1.3～1.6ｍ間隔で配置

2.6～3.2ｍ間隔で配置

地下水の流れ

砂層

粘性土層
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地盤改良工事（サンドドレーン・サンドコンパクション工）



工水管渠撤去
（□2.0m×2.5m）

トンネル本体の地震対策および沈下対策として地盤改良を実施

地下水の浸透流を確保するための層

軟弱地盤対策の地盤改良
（固結工）

O.P.＋8.100

O.P.＋5.600

透水層

下水幹線移設
（□2.5ｍ×2.5ｍ）

固結工

地盤改良工事（固結工）
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層厚 約1.５ｍ

トンネル下面の地盤改良工平面図

Ａ

Ａ－Ａ断面図

Φ2000

透水層（砕石）

杭径φ＝2000ｍｍ

固結工

凡 例

固結改良

Ａ

接円ラップ式
ap=80％以上

機械撹拌方式
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地盤改良工事（固結工）


